「わたしだって、ママといっしょにお兄ちゃんの無事を祈ったのよ」
「わんわん、わお～ん!(ボクだって、祈ったんだよ)」
憎まれ口を叩きながらも、その表情はとても明るい。
「わかってるよ!きみたちへのプレゼントは……ぼくの冒険の話じや、不満?」
ぼくがそう言うと、2人……いや、1人と1匹は、飛び上がらんばかりに大喜び。
「冒険の話?わあ、聞きたい!聞きた～い〓」
ぼくらはさっそく、揃ってソファに腰かけた。そこに、お手製のケーキと紅茶を持ってき
たママが加わり、場はすっかりパーティムード。ママが生けてくれた花束を囲んで、久しぶ
りの家族だんらんだ。週末からは、ここにパパが加わる。出張先での仕事が終わって、やっ
と家に帰れるようになったって、ママがうれしそうに話してくれた。バラバラだった家族が、
また同じ家に寄り添って暮らせる。平凡だけど、幸せな日々がもどってくるんだ……。
「……それでね、すっごく大きな街・フォーサイドではね……
ぼくは今、『幸せ』って言葉の意味が、ほんのちょっとだけわかった気がした。はっきりと
形が見えるわけじゃないけど、ほんわかとあったかい気持ちになれること、それが幸せだっ
てこと。スリルだらけの冒険を終えた今だから、わかることなのかも知れない……。
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